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太平洋セメント株式会社との合弁会社設立に関するお知らせ 
 

 

イーレックス株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：本名 均 以下「当社」）は、本日開催の取締役

会において、太平洋セメント株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：福田 修二 以下「太平洋セメント」）

との共同出資により岩手県大船渡市（太平洋セメント大船渡工場内）に大船渡発電株式会社（以下「新会社」）を

設立し、木質バイオマス発電による電力卸事業（以下「本事業」）を行う事を決議し、本日、株主間協定書を締結

いたしました。 

 

１．合弁会社設立の背景と目的 

本事業は、大船渡市赤崎町に所在する太平洋セメント大船渡工場敷地内に、新会社が発電規模75MW（国内

最大規模、再熱式蒸気タービン採用）の発電設備を建設し、「再生可能エネルギー固定価格買取制度」を利用し

て当社への電力卸事業を行うもので、発電所建設は2016年度より着手、2019年秋に完成し、以後20年にわたり

発電・売電する計画です。 

 

 主なバイオマス燃料は、パームヤシ殻（以下「PKS」）を予定しておりますが、昨今のバイオマス発電事業への参

入増加を踏まえた燃料の多様化に対応する為、太平洋セメントはパームオイル搾油工程で従来廃棄されていた

パーム空果房（以下「EFB」）に着目し、サラヤ株式会社、Rematec & KSN Thailand Co., Ltd（タイ国）及びThe 

Green Biomass Sdn. Bhd（マレーシア国）と協同でEFBの発電燃料化に成功しました。本事業では、このEFBとPKS

の混焼により安定的な操業を確保します。 

 

 当社は本事業を通して、環境に優しい再生可能エネルギーの普及を促進すると共に、新会社従業員の地元採

用および燃料輸送に付随する雇用の創出等により東北復興の一助と地域経済の活性化に寄与してまいります。 

 

 

２．合弁会社の概要 

（１） 名 称 大船渡発電株式会社 

（２） 本 店 所 在 地 岩手県大船渡市赤崎町字跡浜 21 番地の６（太平洋セメント大船渡工場内） 

（３） 資 本 金 40 億円 

（４） 設 立 予 定 日 平成 28 年８月５日 

（５） 出 資 比 率 太平洋セメント：65％、当社：35％ 

（６） 業 務 内 容 電力卸供給事業および附帯関連する一切の事業 

 

３．発電設備および電力卸供給事業の概要 

（１） 発 電 設 備 循環流動層ボイラ、再熱式蒸気タービン採用 

（２） 発 電 出 力 75MW 

（３） 発 電 ・ 売 電 発電した電力は全量当社に売却 

（４） 燃 料 
バイオマス燃料比率  バイオマス：石炭＝90：10 

バイオマス燃料は、PKS と EFB を使用する計画 

（５） 年 間 発 電 電 力 量 
約 480,000MWh（一般家庭の約 110,000 世帯分の電力消費量に相当） 

約 285,000 トン/年の CO2 削減に貢献する 

（６） 総 事 業 費 235 億円 

（７） 供 給 開 始 2019 年秋～20 年間 



 

 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 太平洋セメント株式会社 

（２） 本 店 所 在 地 東京都港区台場２-３-５ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  福田 修二 

（４） 事 業 内 容 セメント事業、資源事業、環境事業、建材・建築土木事業、その他 

（５） 資 本 金 86,174 百万円 

（６） 設 立 年 月 1881 年５月 

（７） 
大株主及び持株比率 
（2016 年３月 31 日現在） 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 

HSBC-FUND SERVICES BANK NEGARA MALAYSIA-EQUITY 

株式会社みずほ銀行 

MSCO CUSTOMER SECURITIES 

ｽﾃｰﾄ ｽﾄﾘｰﾄ ﾊﾞﾝｸ ｱﾝﾄﾞ ﾄﾗｽﾄ ｶﾝﾊﾟﾆｰ 505225 

ｽﾃｰﾄ ｽﾄﾘｰﾄ ﾊﾞﾝｸ ｳｪｽﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ ﾄﾘｰﾃｨｰ 505234 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口７） 

ザ バンク オブ ニューヨーク メロン エスエーエヌブイ 10 

明治安田生命保険相互会社 

7.26％ 

5.67％ 

2.89％ 

1.91％ 

1.90％ 

1.69％ 

1.68％ 

1.37％ 

1.25％ 

1.23％ 

（８） 当社と当該会社との関係 

資本関係 
当該会社は当社の発行済み株式総数の4.4％を保有する主

要株主であります。 

人的関係 
当該会社と当社との間には、記載すべき人的関係はありませ

ん。 

取引関係 

当該会社と当社連結子会社との間で土地賃貸借契約および

業務委託契約等が発生しておりますが、市況価格を勘案した

取引を行っております。 

関連当事者への 

該当状況 

当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及び関係

会社の間に、特筆すべき資本関係・人的関係・取引関係はあ

りません。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決 算 期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 

連 結 純 資 産 273,312百万円 347,490百万円 357,073百万円 

連 結 総 資 産 1,015,564百万円 1,040,602百万円 1,014,075百万円 

1 株 当 た り 連 結 純 資 産 195.57円 246.31円 259.11円 

連 結 売 上 高 840,288百万円 842,848百万円 835,359百万円 

連 結 営 業 利 益 70,434百万円 65,406百万円 60,433百万円 

連 結 経 常 利 益 69,590百万円 67,890百万円 60,225百万円 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 35,223百万円 44,114百万円 36,404百万円 

1 株当たり連結当期純利益 28.67円 35.91円 29.63円 

 

 

４．今後の見通し 

合弁会社の設立に関して、当連結会計年度に与える影響は軽微であります。今後の連結業績に重要な影響

が生じることが明らかになった場合には速やかに適時開示いたします。 

 

 

以 上 


